
医療情報技師として

今や電子カルテ等の病院情報システムは、病院業務の根幹を成す重要なものとなっていま
す。その病院情報システムの管理者として、院内の多職種と連携しシステムの導入を行なっ
たり、診療データ管理方法を提案し業務改善に直接貢献できることです。

やりがいは？Q

A

担当したシステム更新プロジェクトで診療現場担当者が手作業で時間を費やし手順も煩
雑になっている資料準備や診療データ登録・集計などがあることを知りました。そして、何
度も担当者と打ち合わせを行い運用を含めた改善方法の提案により、業務の自動化や簡
素化が実現したことで担当者に喜んでもらえた時は、本当に嬉しくてやりがいを感じまし
た。

仕事をしていて一番うれしかったことは？Q

A

基本的なソフトウェアやハードウェアの知識とコミュニケーション能力も重要ですが、病
院情報システムへの好奇心と探求心を持ち、多職種と積極的に関わっていく姿勢が大切
です。

必要なスキルは？Q

A

附属病院での実習において、院内の医療情報システムに触れ、実体験しながら、医療情報の重要性や活用事例などを学ぶことができます。また、資格
取得においては、情報処理技術、医療情報システム、医学・医療の各分野それぞれを専門とする教員から直接学習指導を受けたり、勉強の相談をした
りすることもできます。

川崎医療福祉大学で学ぶメリット

想像してみよう。医療情報の力で人々の健康を支えることを
日本医療情報学会の定義では「保健医療福祉専門職の一員として、医療の特質をふま
え、最適な情報処理技術にもとづき、医療情報を安全かつ有効に活用・提供することが
できる知識・技術および資質を有する者」とされている。医療現場で必要不可欠な電子カ
ルテなどの医療情報システムを管理・運用し、医療の安全、質の向上のために働く医療情
報技術者。

医療情報技師は、たとえて言うなら病院で働くパソコンのド
クター。病院の情報システムを守るエキスパートです。

情報通信は病院の神経系。病院内のネットワークやセキュリ
ティを監視し、診療が滞ることがないようにトラブルを未然に
防ぐ縁の下の力持ちです。

医療情報技師
医療情報学科



医療情報学科医療福祉マネジメント学部

人々の生涯の健康を支えるために、情報科学の知識・技術を備え、望ましい医療のための情報化推進に貢
献する診療情報管理及び医療情報技術の専門家を育成します。

倉敷　医療福祉人 検索

その他の職業もWEBサイトで紹介中
〒���-���� 岡山県倉敷市松島���

TEL   ���-���-����（代表）  https://w.kawasaki-m.ac.jp

資格・免許

●医療情報技師能力検定試験［日本医療情報学会認定資格］
●診療情報管理士認定試験［日本病院会他�団体共同認定資格］
●診療報酬請求事務能力認定試験［日本医療保険事務協会認定資格］
●がん登録実務初級者認定試験［国立がん研究センター認定資格］

●医療情報基礎知識検定試験［日本医療情報学会認定資格］
●基本情報技術者試験［国家資格］
●応用情報技術者試験［国家資格］
●情報セキュリティマネジメント試験［国家資格］

取得を目指す主な資格・免許

【病院等医療機関】学校法人川崎学園、（独）国立病院機構中国四国グループ、日本赤十字社岡山県支部、（地独）岡山市立総合医療センター、岡山済生会総合病院、倉敷中央病院、日
本赤十字社広島県支部、中国中央病院、日本鋼管福山病院、松江赤十字病院、山口大学医学部附属病院、香川大学医学部附属病院、KKR高松病院、三豊総合病院、松山赤十字病院、
市立宇和島病院、徳島県立中央病院、高知大学医学部附属病院、国立成育医療研究センター、国立循環器病研究センター、（独）国立病院機構大阪医療センター、（地独）大阪府立病
院機構大阪府立母子医療センター、野江病院、武田病院グループ、京都岡本記念病院、岡崎市民病院【医療福祉情報関連企業等】（株）両備システムズ、オムロンフィールドエンジニア
リング、四国情報管理センター（株）、（株）エー・アンド・ティー、（株）山陽化成、西日本メディカルリンク（株）【進学】北陸先端科学技術大学院大学（次世代デジタル社会基盤領域）

過去�年間の主な就職先（一例）

���%
予想される進路

●病院等医療機関
●医療情報関連企業

����年度就職率 業種別・地域別就職状況グラフ

就職データ

※グラフの％の数値は四捨五入されたもので合計が100％にならない場合もあります。

業種別就職状況 地域別就職状況

病院実習により、医療現場とその中
での自分の役割を理解。

就職を見据え、資格取得もきめ細か
くサポート。

病院をはじめ、多彩な分野での活躍
が可能。

＜学びの特色＞
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